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方々も会場においでいただき、約800名のファンを集めた壮行会は盛会
のうちに幕を閉じました。
　連日のように井川投手の活躍を報道していただくことで、わが町の知
名度も大幅にアップしました。「観光立町」を目指すわが町にとって大変
ありがたいことであり、大きく飛躍するチャンスでもあります。本年の
賀詞交歓会の席上にて、井川投手をはじめとする地元にゆかりのある著
名人７名の方に「大洗大使」の委嘱をしたところですが、特に世界の舞
台で活躍する井川投手には、わが町を世界へアピールしていただけるよ
うお願いいたしました。
　このように井川投手の活躍は、わが町に明るい話題を提供するととも
に、子供たちのみならず多くの人々に夢と希望を与えてくれております。
　わが町から、井川投手や大使に名を連ねる著名人の方々など、すばら
しい人材が多く輩出されていることは、本町の教育環境の素地がしっか
り出来ている賜であると確信いたします。
　これからも第２、第３の井川投手のように、優秀な人材がわが町から
誕生できるよう町民の皆さんと一丸となって、より一層の教育環境の充
実発展に向け取り組んでまいりましょう。
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　わが町出身の井川慶投手が、米大リーグの名門、
ニューヨーク・ヤンキースに入団し、昨年暮より正月
にかけて、わが町に大勢の報道関係各社が駆けつける
など、例年とは違うあわただしい雰囲気に包まれまし
た。
　阪神タイガースで８年間の実績を積み、日本を代表
する左腕に成長した井川投手は、メジャー挑戦という
大きな夢をあきらめずに追い続け、ここに自らの力で
その夢を現実のものとしたのです。日本の野球界から
メジャーという世界最高峰の舞台に挑戦する数少ない
選手の一人として、大いなる活躍を期待するとともに、
井川投手が背負うメジャーリーガーとしての重みを強
く感じたところです。
　去る１月14日、井川慶投手の少年野球教室と壮行
会を開催いたしました。当日も大勢の報道関係各社（約
25社）の方々が、井川投手の一挙一動を見逃すまい
とカメラを手に追い続ける姿に、井川投手の人気のす
ごさをあらためて感じました。少年野球教室に参加し
た子供たちの目は、将来の夢を写すがごとく輝きに満
ちていたことがとても印象的でした。夕刻から開催さ
れた壮行会には、地元のみならず近隣県や関西方面の

　任務の重さに身の引き締ま
る思いです。いかなる災害時
でも住民の負託に応えられる
消防団でありたいと考えてお
ります。微力ながら安心して
暮らせる町づくりに貢献でき
ればと思っています。

倉持　栄保さん
　大規模災害にも対応できる
組織力の充実と、万が一の時
でも被害を最小限に食い止め
るべく消防技術の習得に努
め、住民が安心して暮らせる
町づくりに貢献したいと思い
ます。

関根　正治さん

　１月７日の消防出初式におい
て、米川団長から第３分団員の関
根さんと倉持さんが消防団本部員
に任命されました。分団員から新
たに本部員を配置し、大洗町消防
団のより強固な組織づくりを目指
します。
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　中学生を対象とした人権作文コ
ンテスト（水戸人権擁護委員協議
会主催）において、同協議会管内
から345編の応募があり、その
中で南中２年の藤沼静佳さんの作
品「本から得た人権の重要性」が
「銅賞」を受賞しました。
　このコンテストは、人権尊重の
大切さや基本的人権についての理
解を深め，豊かな人権感覚を身に
つけてもらうことを目的として実
施されています。
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第一中学校１年圷莉名さん第一中学校１年圷莉名さん
平成18年度内閣府特命担当平成18年度内閣府特命担当
大臣表彰（善行青少年）を受賞

表彰

消防出初め式にて



　１月７日（日）大洗港第4埠頭イベントバースで新春
恒例の消防出初め式が行われました。
　町内各地域の消防団員、女性防火クラブ、サイクル機
構消防隊などの関連団体が参加し、消防功労者の表彰や
機械機器点検、分列行進などが行われ、寒風の中きびき
びとした動きを見せていました。
　冬は空気が乾燥し、暖房器具を多用する時期です。新
しい年を無事に過ごせるよう、日頃から火の元には十分
注意しましょう。

連携で守る地域の防災
消防出初め式

　１月７日（日）、大洗文化センターで平成19年
大洗町成人式が挙行され、華やかな振り袖や新調
したスーツ、はかま姿に身を包んだ新成人（210
人）が、大人の仲間入りを果たしました。
　小谷町長から「創造性と感性を磨き、元気・や
る気・勇気を持って行動してほしい」と激励の言
葉があり、新成人を代表して橘祐介さんが「自覚
と感謝の気持ちを心に刻み、一日一日精一杯生き
ていきます」と謝辞を述べました。
　開場にはご家族の皆さんも多く訪れ、落ち着い
た雰囲気の中なごやかな式典となりました。

おめでとう2007年成人式
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　１月10日（水）、大洗文化センターで「いきいき体
操全体会」が開かれ、町内20地区で毎朝体操をして
いる会員約300名の方が参加しました。
　式典では、小谷町長から日頃より地域いきいき活動
に積極的に取り組んでいる、いきいき会のリーダー4
名に感謝状と記念品が贈られ、演芸やコーラスなどで

体を動かして元気になろう
いきいき体操全体会開催

楽しいひと時を過ごしました。ま
た、シルバーリハビリ体操指導士
会による介護予防のための体操と
桧山なおみ先生のストレッチ及び
いきいき体操を行い、参加された
皆さんはいきいきとした表情で取
り組んでいました。
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　今年の７月で開館６年目を迎える大洗わくわく
科学館の来館者が１月６日（土）、100万人に達
成しました。100万人目のお客様は、東京の親
類と一緒に遊びに来た滋賀県大津市の井上駿くん
（８歳）。セレモニーでは、くす玉が割られ、小谷
町長から花束、原子力機構の永田所長からは天体
望遠鏡が贈られました。
　井上君は「すごくびっくりした。理科が好きで
とても来るのを楽しみにしていました。天体望遠
鏡で早く星をみてみたい。」と笑顔で喜びを語っ
ていました。

大洗わくわく科学館
来館者100万人達成

　今年11月10日～13日の期間に開催される、
ねんりんピック茨城2007大会に向け、１月15
日（月）キャラバン隊が大貫小学校を訪問し、「ハッ
スルきっず隊指定書」が交付されました。
　これは「一校一県交流運動」に協力する小学校
に指定されたもので、大貫小学校は、ねんりんピッ
クに参加する栃木県の選手を応援したり、様々な
交流を行います。
※　ねんりんピック茨城2007は、60歳以上の
方々を中心とするスポーツ、文化、芸術の祭典
です。

ねんりんピック茨城キャラバン隊が
大貫小を訪問

　12月９日（土）、大洗磯前神社において、拝殿の
保存修理工事に伴う、一般公開が行われました。
　当日は、神社の境内を歩きながら、江戸時代の建
築様式について古建築の先生に解説いただいたり、
拝殿の塗りを行っている職人による細かい作業（Ｐ
14参照）を見学したりしました。
　興味を持った参加者からは、「普段見慣れた神社
でもまだまだ知らない事があるのですね。」などの
声が聞かれました。

大洗磯前神社の歴史に触れました

愛称：ハッスルきっず隊
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大
おおかわ

川　美
みなみ

波ちゃん
（東光台　２歳）
お父さん　忠義　　お母さん　博世
「美しい波のようなキラキラ輝く女の子になってね♡」

岩
いわなみ

波　大
たいせい

生くん
（新町９区の１　１歳）
お父さん　大典　　お母さん　聡子
「大らかに生きてほしいです。」
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手挟彫刻の塗分け作業

　今回は水戸市から大洗町に移り住んで今年で20年になる
磯浜地区にお住まいで、現在東海村の原子力科学館に勤めて
いる長谷川　昭司さんご一家をご紹介します。
Ｑ：大洗に移住されたきっかけは何ですか？
Ａ：今から遡ること約40年前、夏海地区の西側に新しく原
研が出来ることになり、その仕事をとおして大洗町の自然
の美しさを知り、住むならこの地と決めました。
Ｑ：大洗で一番好きなスポット（場所）はどこですか？
Ａ：夏海地区の高台から大洗町を一望した眺望です。はるか
遠くに見える漁船、ゆったりと流れる雲、聞こえるのはカ
モメの鳴く声。この心地よさと景色の奥深さに魅了されて
います。
Ｑ：現在、町で取り組んでいる活動等はありますか？
Ａ：「大洗町の歴史と自然を楽しむ会」で、皆さんから話し
を聞いて歴史を猛勉強中。将来、大洗町の観光ガイドにな
ることを目標としております。
Ｑ：町に対する要望、期待することはありますか？
Ａ：大貫地区から永町方面に続く商店街の道路両側にある電
柱の件ですが、電柱がなくなると道路として使える面積が
増えるばかりでなく、何よりも道路が広く見え、更に町並
みが今まで以上に綺麗になると思います。電線の地中化を
考えてみてはどうでしょうか？

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

来るたび感じた大洗町の発展!!
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〔入館料〕

1,800円

900円

300円

1,400円

700円

250円

4,000円

2,000円

700円

大　　人

小中学生

幼　　児

種　別 個　人 団　体 年間パスポート
・料金は消費税が含まれています。
・団体は20人以上です。
・幼児は3歳以上です。

〔営業時間〕9:00～17:00　※最終入館 16:00

　水族館では、イルカやペンギン、アシカなどの
海の生き物をいっぱい飼育しています。「うん
ち」というと一般的に“汚い”、“臭い”といった
イメージがありますが、うんちは動物たちの健康
を把握するバロメーターです。「うんち」を知る
ことで、動物たちの健康だけでなく、自然とのつ
ながりも学べます。
〈展示内容〉
うんちができるまで、うんち診断、うんちフォトスタジオほか。

アクアワールド・大洗　入館者600万人達成アクアワールド・大洗　入館者600万人達成アクアワールド・大洗　入館者600万人達成
　１月７日（日）アクアワールド・大洗の入館者数が
600万人目のお客様をお迎えしました。
　600万人目の入館者となったのは、竜ヶ崎市の川
原代小学校６年の竹本愛さんです。父と母の３人で
来館し幸運を射止めました。
　オーシャンシアターで行われた記念式典では、橋
本知事、小坂館長からキャラクターグッズや県の特
産品などがプレゼントされ、竹本さんは「アクア
ワールド・大洗は今回で10回目、サメを見るのを
楽しみに来ました」と喜びを語りました。

～うんちのうんちく～
２月１０日（土）～５月６日（日）開催期間

第12回企画展第12回企画展第12回企画展


